
 

 

  

 

                                        令和２年９月 28 日 

各   位 

会 社 名：株式会社しまむら           

（コード：8227  東証第１部） 

代表者名：代表取締役社長    鈴木  誠 

問合せ先：企画室長      太田 誠利 

（ＴＥＬ：048-652-2131） 

 

第 2 四半期累計期間業績予想と実績の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

令和２年６月29日に公表いたしました令和３年２月期第２四半期累計期間（令和２年２月21日～令和２年８月20日）

の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。併せて、令和３年２月期（令和２年２月

21 日～令和３年２月 20 日）の通期の業績予想について、下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

                        記 

 

１．令和３年２月期第２四半期累計期間業績予想と実績の差異（令和２年２月 21 日～令和２年８月 20 日） 

 (1) 連結 

                                            （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 245,998 9,440 9,712 6,051 164 円 67 銭 

実 績 値  （Ｂ） 254,253 15,976 16,371 10,525 286 円 41 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 8,254 6,535 6,659 4,474     － 

増 減 率  （％） 3.4 69.2 68.6 73.9     － 

（ご参考）前年第２四半期実績 

（令和２年２月期第２四半期） 
264,393 14,355 14,593 9,613 261 円 56 銭 

 

(2) 個別 

                                    （単位：百万円） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 243,140 9,916 6,256 170 円 23 銭 

実 績 値  （Ｂ） 251,612 16,339 10,694 290 円 99 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 8,471 6,423 4,438     － 

増 減 率  （％） 3.5 64.8 70.9     － 

（ご参考）前年第２四半期実績 

（令和２年２月期第２四半期） 
261,734 14,911 9,933 270 円 27 銭 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

２．令和３年２月期通期業績予想の修正（令和２年２月 21 日～令和３年２月 20 日） 

 (1) 連結 

                                              （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 519,260 23,405 24,348 14,868 404 円 56 銭 

今回修正予想  （Ｂ） 528,663 30,889 31,802 19,206 522 円 62 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 9,403 7,483 7,454 4,338    － 

増 減 率  （％） 1.8 32.0 30.6 29.2   － 

（ご参考）前期実績 

（令和２年２月期） 
521,982 22,985 23,855 13,125 357 円 15 銭 

 

(2) 個別 

                                      （単位：百万円） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 513,260 24,330 14,850 404 円７銭 

今回修正予想  （Ｂ） 522,805 31,678 19,232 523 円 32 銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 9,545 7,348 4,382    － 

増 減 率  （％） 1.9 30.2 29.5   － 

（ご参考）前期実績 

（令和２年２月期） 
516,068 23,551 10,760 292 円 78 銭 

 

 

３. 業績予想修正の理由 

 第１四半期は、新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛が続いたことで、客数が大きく減少して減収減 

益となりました。一方、第２四半期は、６月の気温上昇、１人 10 万円の給付金、巣ごもり需要への対応、商品 

力と販売力の改善効果などにより、客数が増加したことで売上高が回復し、また広告宣伝費を中心に販管費も抑 

制できたことで、前回予想を上回って推移しました。通期の見通しにつきましては、上期の業績を勘案し、予想 

を修正いたします。 

 

（将来に関する記述等についての注記事項） 

上記業績予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は新型コロナ 

ウイルス感染症の収束時期等、様々な要因によって変動する可能性があります。 

 

 

                                                   以上 


